
 

令和３年度（２０２１年度）学校版環境ＩＳＯへの取組 

＜ 甲佐町立白旗小学校 ＞ 

１ 取組の概要 

項目 活動の様子（写真） 取組の実際 

宣言 

 

〈児童 ISO宣言〉 

・４月のリモートの児童集会や掲示板等で、環境美化委員会から
ISO 宣言の努力事項について全校児童に呼びかけた。 

〈教職員 ISO 宣言〉 

・年度当初の職員会議において、教職員全体の共通理解を図った。 

行動 

 

 

〈児童の様子〉 

・教室移動や休み時間などのこまめな消灯や、蛇口の水が「えん

ぴつ１本分」になるよう節水を心がけた。 

・各教室等で、「もやすごみ」「紙ごみ」の分別を徹底し、環境委

員会が１週間のごみの量を計測した結果を全校児童に知らせ、

ごみの減量について呼びかけた。 

・環境美化委員会の主導で、縦割り班活動として、１年に２回、

季節の花を一人一鉢に植え、正門周りの環境美化に努めた。ま

た、自主的な朝ボランティアを呼びかけ、シールで評価した。 

・同じく縦割り班活動で、さつまいもやきゅうりなど季節の野菜

を植え、育てたものを収穫し、各家庭に配付した。 

・４年生が「緑川」の水質を調べたり、水育の出前授業を受けた

りと、各学年に応じて環境への意識を高めていった。 

・地域と連携し、地域の方が作った微生物を活用してプール掃除

やトイレ掃除を行った。 

 

〈教職員の様子〉 

・こまめな消灯・節水やエアコンの適正な使用・温度設定など、

節電に努めた。 

・職員室のごみ箱も、「もやすごみ」「紙ごみ」「プラスチックごみ」

などに分別し、ごみの減量を心がけた。（紙片はもやすごみへ） 

・両面印刷や裏紙の使用、職員会議等での資料をミライムの掲示

板使ってペーパーレス化を図るなど、紙の節約を心がけた。 

 

記録 

 

〈児童〉 

・環境美化委員会活動の一環として、毎週木曜日にごみの量を計
測・記録し、全校児童にごみの減量を呼びかけた。 

〈教職員〉 

・日々の児童の活動や学校行事等を写真等で記録し、学校通信・
学級通信等で、家庭や地域に知らせた。 

見直し 

 

・毎月の点検・記録をもとに、環境美化委員会をはじめ、児童会

執行部、各委員会でのさらなる取組や見直しを検討している。 

・１、２学期の結果をもとに、３学期は環境美化委員会の活動を

さらに充実させ、「節水・節電」「ごみの減量」「さしすせそうじ」

「学校美化ボランティア活動」についての呼びかけを工夫して

いる。 

 



 

２ 成果と課題 

成 果 課 題 

・常時、教室にもやすごみ入れと紙（リサイク
ル）ごみ入れを設置することで、児童に紙ご
みを分別する習慣が身についている。今後も
継続して、その他のごみの分別への意識を高
めていきたい。 

・４年生は、緑川の水質調査や水育の出前授業
をで、なぜ節水をするのか、その意義や大切
さを理解して行動することができた。 

・縦割り班活動での花や野菜の世話・収穫を通
して、植物に対する愛情や環境美化の意識を
高めることができた。 

・自ら進んでボランティアに取り組むことで、
自分たちの学校を美しくしようとする意識が
高まってきた。 

・職員会議の資料等を、ミライムの掲示板に掲
載することで、紙の使用量を昨年度より減ら
すことができた。 

・今年度も、新型コロナウイルス感染や熱中症
予防のため、１年を通して、職員室や教室の
換気を常時行っていたので、節電・節水の目
標達成は難しいと感じた。来年度も、達成可
能な目標値の設定を、本年度の電気使用量・
水使用量を考慮して設定したいと思う。 

・紙資源の節約については、児童一人一台のタ
ブレットの導入や会議等でのペーパーレス化
によって、ある程度実現できたのではないか
と思う。減量をいかに可視化して、実感させ
ていくかを来年度の課題としたい。 

 


